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0.15mg/ml, AEFOEEFOY MIL> TERAEZFENHYET.
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L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.
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WB 1:500-1:2000,IHC 1:500-1:2000,ICC/IF 1:500-1:1000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:68 kDa; Observed MW:74 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、c-mycの上流に位置する最上流エレメント（FUSE）を含む複数のDNAエレメントに結合する一本鎖DNA結合タンパク質である。FUSEへの結合は非コード鎖上で起こり、未分化細胞におけるc-mycの制御に重要である。このタンパク質は、両親媒性ヘリックスN末端ドメイン、DNA結合中心ドメイン、および3つのチロシンリッチモチーフを含むC末端トランス活性化ドメインの3つのドメインを含む。N末端ドメインは、C末端ドメインの活性を抑制すると考えられている。このタンパク質はRNAにも結合すると考えられており、3'-5'ヘリカーゼ活性を有し、in vitro活性はDNA-DNAおよびRNA-RNA二重鎖の両方に対して認められる。この遺伝子の異常発現は悪性組織で発見されており、この遺伝子は神経系および肺の発達に重要である。このタンパク質がウイルスRNAに結合することは、C型肝炎や手足口病など、いくつかのウイルス性疾患に関与していると考えられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年12月]
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	FUBP1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した、T24、HepG2 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

